
１月25日（木）、昨年８月に設立された空港グランドハンドリング
協会（小山田亜希子会長・会員数70社）と初めての産業労使懇談会を
開催しました。この懇談会は、空港グランドハンドリングにおける
産業労使関係の構築・強化と、処遇改善などを含めた魅力ある業界
づくりに向けた認識合わせを目的とし、航空連合からは内藤会長の
ほか、柳橋副会長や藤倉グランドハンドリング部会長が出席しました。
報道機関に公開した会の冒頭では10社以上が取材に入るなど、高い

注目を集める場となり、労働条件の改善や作業安全の確保、カスハラ
対策、生産性向上など、意見交換のテーマは多岐にわたりました。
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左上：空港グランドハンドリング協会 小山田会長
右上：航空連合 内藤会長、下：懇談会の模様

今後は、共有した
課題認識をもとに労働
条件の改善など、労使
双方が具体的な取り組
みを進めるとともに、
産業政策を中心に連携
できる分野について
産業労使の枠組みで
実行力を高め、グラン
ドハンドリング領域の
問題解決と魅力ある
業界づくりを推進して
いきます。
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